
評価シート（年度評価）

１　基本情報 　

庄内緑地の管理運営業務

令和6年4月～令和7年3月

２　評価結果

1 職員配置

緊急時の体制

人材育成等

2 協働 市民等との協働

1 園内清掃

建物・設備の管理

保守・点検・修繕

植物管理

管理水準の維持

関係書類の調製・保管

2 利用者アンケートの実施

利用者ニーズの把握と反映

利用者サービス向上策

接客・接遇向上の取組み

苦情・要望に対する適切な処理

個人情報の適切な管理

3 緑の普及・啓発事業への取組み

めざす公園像への取組み

魅力の増進策

イベント等の実施

講習会等の実施

利用者への広報・情報提供の実施

利用者数の増加

5 現金等の取扱い

関係書類の調製・保管

自主事業 1
事業計画に基づく自主事業の実施

集客対策への効果

自主事業の収支及び還元

便益施設の管理運営

経費節減策

年間収支

法令・協定の遵守

事業計画との比較分析

　

　

　

所管局のコメント・特記事項等

利用者からの声を受け、第２駐車場から園内の進入口
を新たに設置し、利用改善に努めた。
エレベーター閉じ込め事故については深刻に受け止
め、市への報告を速やかに行うこと。

この施設特
有の管理

小中学校の施設見学や職場体験を積極的に受け入れ、
自然を学ぶ場として園内を活用した。
季節ごとの花の開花状況、施設や工事の情報等をHPや
SNSで多く発信し、利便性向上に努めた。

○

△

○

○

○

○

◎

【総合評価】
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名古屋芸術大学と連携し、貸しボート発券所へのイラ
スト装飾等園内のにぎわいを創出した。また、各種ボ
ランティアと協働し魅力的な花壇管理を行った。

管理体制
及び協働

管理体制

 樹林地再生計画に基づき、大規模な樹木伐採を実施、公園灯のLED化や駐車場、サイクリングロードの不陸やベンチの
修繕等、優先順位をつけ修繕を行った。
 また、自主事業では新たなスポーツイベントを数多く実施し、庄内緑地の特色である健康増進施設としての魅力増進
を図ったことを評価する。
 エレベーターでの閉じ込め事故については、深刻に受け止め今後の施設運営に生かされたい。また今後は速やかに名
古屋市に報告すること。

　　庄内緑地の管理運営状況

＜所管局：緑政土木局＞

指定管理者名 名古屋市みどりの協会・ミズノグループ

名古屋市西区山田町大字上小田井字敷地3527施設の所在地

主な業務内容

指定管理期間 令和5年4月～令和10年3月

評価項目 評価区分 特記事項

○

○

既存イベントに加え、テニスやアーチェリー等新たな
スポーツイベントを実施した。
またR6.11以降ピクニック広場Bが工事中だったが、火
気使用エリアの拡大、事前の周知徹底により混乱なく
BBQサービスを継続して行った。
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○

○

収支 1 収支 ○

○



施設の現状

庄内緑地

※支出のうち「その他」欄は、経常修繕費を記載

施
設
の
現
状

施設概要

　庄内緑地は、庄内川の小田井遊水地を利用した公園で、昭和43年12月の都市計画事業認可以来「水と緑と
太陽」をテーマに、野趣あふれる総合公園として整備を進めてきました。
　緑地内には、約3.5haある市内有数の芝生広場を中心に、わんぱく広場、バラ園、ピクニック広場、シンボルツ
リー（ケヤキ）などがあります。
　庄内緑地グリーンプラザは、余暇時間の増大、高齢化社会の到来など社会情勢の変動に伴い健康の維持増
進や緑への関心が高まっている状況をふまえ、庄内緑地の核となる施設として建設されたものです。緑豊かな
環境のなかで、自然とふれあいながら健康運動ができる室内広場のほか、温室、緑の相談コーナーなどの緑化
普及啓発施設を併せ持つユニークな複合的施設です。

市の収支状況(千円)　（6年度決算見込み額）

支出 収入

一般財源指定管理料 その他 計 使用料 その他特定財源 計 利用料金

146,113 1,237

平成18年度から指定管理者制度を導入。

146,113 - 146,113 4,998 － 141,115

特記事項
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取組状況

指標 単位 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

講習会受講者数 人 3,071 3,040 2,879 3,188

特記事項

484,123入館者数 人 497,645 491,489 469,122


